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【出品作家】
◉野村幸弘（のむら・ゆきひろ）──東北大学大学院、シエナ大学でイタ
リア美術史を学ぶ。現在、岐阜大学教育学部教授。ジョットや円空に関
する学術研究のほか、1994年アーティスト集団「幻想工房」を結成、「場
所」をキーワードに「幻聴音楽会」の企画・演出、芸術評論、絵画、デザ
イン、オブジェ制作、映像制作など多岐にわたる活動を展開。2011年よ
り美術史研究と映像表現を融合させた「映像美術史」シリーズを制作。
◉河西栄二（かさい・えいじ）──筑波大学大学院で彫刻を学ぶ。現在、
岐阜大学教育学部教授、新制作協会会員。1995年新制作展（以後毎年）、
2003年、2006年新作家賞受賞、2007年会員推挙。那須野ヶ原国際彫刻
シンポジウム、現代美術選抜展（文化庁）、富嶽ビエンナーレ展、次代を
担う彫刻家たち展、公募団体ベストセレクション美術2014、個展 極小
美術館・ギャラリーいまじん、大東化工、2019年岐阜市芸術文化奨励賞。
◉山本政幸（やまもと・まさゆき）──筑波大学大学院芸術学研究科、
英国レディング大学大学院でタイポグラフィを学ぶ。多摩美術大学
を経て現在、岐阜大学教育学部教授。専門はデザイン学、タイポグラ
フィ論。2011年に文字造形に特化した『20世紀のポスター［タイポグ
ラフィ］』展（東京都庭園美術館）や英国を代表する書体デザイナーの
『エリック・ギル─文字の芸術』展（多摩美術大学美術館）を企画・開催。
◉隼瀬大輔（はやせ・だいすけ）──東京学芸大学大学院で工芸・美
術教育を学ぶ。現在、岐阜大学教育学部准教授。日本クラフト展、工
芸都市高岡クラフトコンペティション、朝日現代クラフト展などに
入選。2004年工芸都市高岡クラフトコンペティション優秀賞、2005
年朝日現代クラフト展優秀賞。その他、個展など。
◉山田唯仁（やまだ・ゆいと）──兵庫教育大学大学院連合学校教育
学研究科修了。現在，岐阜大学教育学部助教。公立中学校教諭，公立
小学校教諭を経て2023年より現職。専門は初等中等教育学，美術科
教育，題材開発。現代における造形表現やデザインの考え方を基に，
図画工作科と美術科の授業のあり方を探ることをテーマに活動。描
画材の特性に着目した教育の研究と絵画制作を実施中。
◉南真生（みなみ・しんせい）──2023年、岐阜大学教育学部美術教
育講座卒業、2025年、同大学大学院教育学研究科修了。現在、各務原
市立桜丘中学校教諭（美術）。第16回アートフォーラム出品、2023年、
個展「孤立無援の壁」(岐阜大学構内) 、2024年、個展「立てることの
形象」(岐阜市折立・大東化工、工場内) 、同年11~12個展「〈あること
立てること〉」(郡上市八幡・KOKU現代アートギャラリー )。
◉田中太一朗（たなか・たいちろう）──2023年、岐阜大学教育学部
美術教育講座卒業、2025年、同大学大学院教育学研究科修了。現在、
山県市立高富中学校教諭（美術）。第3回ぎふ美術展工芸部門入選、第
52回各務原市美術展彫刻・工芸部門入選、第15回・16回・17回アート
フォーラム出品、2022年、グループ展「工楽日和」(新桜町・ギャラリー
水の音)、2024年、個展「器と怪獣」（伊奈波通・麦とろカフェらいちょう）。
◉平光祥太（ひらみつ・しょうた）──2023年、岐阜大学教育学部美術
教育講座卒業、2024年から岐阜県立多治見工業高等学校教諭(工業
デザイン)。岐阜大学教育学部美術教育講座webサイトの新規立ち上
げ、第1回～第4回ブレーメン、DMデザイン制作。
◉茅嶋千登世（かやじま・ちとせ）──2023年、岐阜大学教育学部美
術教育講座卒業。現在、人形作家として活動中。 Gallery 栖（岐阜市黒
野）運営 。岐阜工業高等学校定時制非常勤講師（美術）。第16回・17回・
18回アートフォーラム出品。2024年、映画「舞」の人形提供・撮影協
力（美濃市）、個展（柳ヶ瀬・古道具屋mokku mokku内、ART LIFE 
GIFU）。2025年、グループ展「GIFUted」（大阪市・gallery yongou）。

笠松町歴史未来館
〒501-6052 岐阜県羽島郡笠松町下本町87番地
TEL：058-388-0161  FAX：058-388-0185
名鉄笠松駅から徒歩15分／名鉄笠松駅から公共施設巡回町民バス
下門間ゆきにて10分、歴史未来館前下車／専用駐車場あり（7台）

円空の再評価に大きく貢献した元岐阜大学、土屋常義
の研究を引き継ぎ、岐阜・愛知に数多く残されている
円空の木彫作品にオマージュを捧げる展覧会。円空の
研究を行っている野村幸弘の講演と映像作品の上映、
岐阜大学教育学部美術教育講座の教員、河西栄二の
木彫作品、山本政幸のデザイン・ワーク、隼瀬大輔の木
工作品、山田唯仁の絵画作品、岐阜大学OB、南真生、
田中太一朗、平光祥太、茅嶋千登世の作品を展示する。

円
空
︱
︱
江
戸
初
期
の
稀
有
な
芸
術
家
　
野
村
幸
弘
　

円
空
は
寛
永
九︵
一
六
三
二
︶年
︑お
そ
ら
く
伊
吹
山
を
臨
む
濃
尾
平

野
の
西
︑木
曽
三
川
の
輪
中
で
生
ま
れ
︑三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
︑郡
上

の
美
並
で
神
像
︑仏
像
を
彫
り
始
め
た
︒東
北
・北
海
道
の
旅
に
出
て

美
し
い
正
三
角
形
の
岩
木
山
︑羊
蹄
山
︑大
尽
山
を
遠
望
す
る
場
所
に

十
一
面
観
音
像
と
菩
薩
像
を
残
し
︑北
関
東
へ
の
旅
で
は
複
雑
な
形
状

の
稜
線
を
も
つ
妙
義
山
︑女
峰
山
の
見
え
る
場
所
に
不
動
明
王
像
を
多

数
制
作
し
た
︒円
空
の
彫
刻
も
そ
う
し
た
山
容
に
応
じ
て
シ
ン
プ
ル
な

シ
ル
エ
ッ
ト
か
ら
複
雑
な
様
式
へ
と
変
化
し
て
行
っ
た
︒円
空
の
彫
刻

の
特
徴
は
︑そ
の
様
式
の
変
化
の
激
し
さ
で
あ
り
︑ど
ん
な
端
材
も
無

駄
に
せ
ず
素
材
の
特
質
を
生
か
す
こ
と
で
あ
る
︒十
二
万
体
の
仏
像
を

彫
る
と
発
願
し
た
仏
師
︑﹃
大
般
若
経
﹄に
百
三
十
枚
の
絵
を
描
い
た

絵
師
︑そ
し
て
千
六
百
首
の
和
歌
を
残
し
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
遊
行
僧

円
空
は
︑元
禄
八︵
一
六
九
五
︶年
︑美
濃
︑池
尻
の
長
良
川
畔
で
亡
く

な
っ
た
︒こ
の
展
覧
会
で
は
︑没
後
三
三
〇
年
を
記
念
し
て
円
空
の

多
才
な
芸
術
活
動
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
る
と
と
も
に
︑そ
の
芸
術

に
触
発
さ
れ
て
制
作
し
た
九
人
の
作
家
に
よ
る
作
品
を
展
示
す
る
︒

講演会「円空、江戸のアヴァンギャルド」
講　師：野村幸弘（岐阜大学教授）
日　時：2026年2月28日（土）14:00～15:00
会　場：笠松町歴史未来館  多目的ホール
参加をご希望の方は、QRコードからお申し込み下さい。
（先着50名で締め切らせていただきます。）




